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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　細長チューブと、
　前記細長チューブ内に進退自在に配置された操作ワイヤと、
　前記操作ワイヤ先端に固定された細長軟性部材と、
　を具備し、
　前記細長軟性部材を前記細長チューブ先端から突没自在とし、
　嚥下障害のレベルを診断するにあたり、前記細長軟性部材を前記細長チューブ内に収納
した状態で前記細長チューブを目的部位に押付け力量が５０ｇ～１００ｇの範囲内となる
ように押付けて撓ませる診断位置と、前記操作ワイヤを介して前記細長軟性部材を前記細
長チューブ先端から突出させて前記細長軟性部材のみを前記目的部位に押付け力量が１０
ｇ以下となるように押付けて撓ませる診断位置とで押付け力量を変化させるようにした
　ことを特徴とする内視鏡用探触子。
【請求項２】
　請求項１において、前記細長軟性部材は、前記細長軟性部材を前記細長チューブ先端か
ら突出させる診断位置で、前記細長チューブ先端からの突き出し長が５ｍｍ～１０ｍｍの
とき、前記細長チューブの軸方向に押圧できる力量が１０ｇ未満であることを特徴とする
内視鏡用探触子。
【請求項３】
　請求項２において、前記細長軟性部材は、柔軟な樹脂または１－０以下の絹糸であるこ
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とを特徴とする内視鏡用探触子。
【請求項４】
　請求項３において、前記柔軟な樹脂は、シリコンゴムまたはポリアミド樹脂からなるこ
とを特徴とする内視鏡用探触子。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は医療分野に属する処置具に係り、内視鏡と組合せて使用し目的部位に機械的刺
激を与えて診断を行う内視鏡用探触子に関するものである。特に、喉頭周辺に機械的刺激
を与え、反射の有無を観察することにより嚥下障害のレベルを診断する探触子に関するも
のである。
【背景技術】
【０００２】
　嚥下障害の診断にあたり、喉頭周辺に機械的刺激を与えて反射の有無を観察する診断法
が知られている。この診断法では、嚥下障害のレベルを診断するために、喉頭周辺に与え
る機械的刺激の強さを段階的に変化させることがある。例えば、機械的刺激の強さを徐々
に強くしてゆき、反射が現れる刺激が小さいほど軽度の嚥下障害と診断され、反射が現れ
る刺激が強いほど重度の嚥下障害と診断される。
【０００３】
　嚥下障害診断を行う為の装置として、段階的に圧力を変化させた空気を内視鏡チャンネ
ルから断続的に目的部位に吹き付けて反射を観察する装置Air-Pulse Sensory Stimulator
が知られている。
【０００４】
　また、嚥下障害診断を行う為のシステムとして、目的部位の凹凸を術者が触覚的に認知
でき、情報の利用効率を上げて診断の機能を向上させる為の診断システムが開示されてい
る（例えば、特許文献１参照。）
【特許文献１】特開２００２－３４８９７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、Air-Pulse Sensory Stimulatorでは、内視鏡チャネル先端から目的部位
までの距離により、目的部位にかかる圧力にバラつきが生じ、診断精度が上がらなくなる
。加えて、装置が高価である。
【０００６】
　また、特許文献１に記載された診断システムでは、システム及びプローブが複雑となり
、さらにプローブに圧電センサー等が必要となる為、プローブの細径化が困難となる。加
えて、システムが高価である。
【０００７】
　本発明は、前記事情を鑑みてなされたものであって、その目的とするところは、簡便な
構造を有し、且つ障害の程度を正確に診断することができる安価な内視鏡用探触子を提供
することにある。特に、軽度の障害を診断するのに適した内視鏡用探触子を提供すること
を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　前記課題を解決し目的を達成するために、本発明の内視鏡用探触子は次のように構成さ
れている。
【０００９】
　細長チューブと、前記細長チューブ内に進退自在に配置された操作ワイヤと、前記操作
ワイヤ先端に固定された細長軟性部材と、を具備し、前記細長軟性部材を前記細長チュー
ブ先端から突没自在とし、嚥下障害のレベルを診断するにあたり、前記細長軟性部材を前
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記細長チューブ内に収納した状態で前記細長チューブを目的部位に押付け力量が５０ｇ～
１００ｇの範囲内となるように押付けて撓ませる診断位置と、前記操作ワイヤを介して前
記細長軟性部材を前記細長チューブ先端から突出させて前記細長軟性部材のみを前記目的
部位に押付け力量が１０ｇ以下となるように押付けて撓ませる診断位置とで押付け力量を
変化させるようにしている。
【００１０】
　この内視鏡用探触子では、最初に細長チューブ内に細長軟性部材を引き込んだ状態で内
視鏡の先端から探触子先端を１０ｍｍ程度突き出し、探触子が撓むまで目的部位に探触子
先端を押し当てる。次に、細長チューブ先端から細長軟性部材先端を突き出した状態で、
細長軟性部材が撓むまで目的部位に細長軟性部材先端を押し当てる。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、内視鏡と組合せ使用が可能で、簡便な構造を有する内視鏡用探触子を
提供することが可能となり、さらに障害の程度を正確に診断することが可能となる。特に
、軽度の障害を診断するのに適した刺激を与えることが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下、図面を参照しながら本発明を実施するための最良の形態について説明する。
【００１３】
　図１～図３を用いて本発明の第１の実施の形態を説明する。
【００１４】
　図１は本発明の第１の実施の形態に係る内視鏡用探触子の全体構成を示す概略図、図２
は同実施の形態に係る外側チューブ先端を目的部位に押付けた状態を示す概略図、図３は
同実施の形態に係る絹糸先端を目的部位に押付けた状態を示す概略図である。
【００１５】
　図１に示すように、この内視鏡用探触子は挿入部１と操作部２とを具備している。挿入
部１は、外側チューブ１１（細長チューブ）と、外側チューブ１１内に挿通され外側チュ
ーブ１１に対して進退自在なスタイレット１２（操作ワイヤ）と、スタイレット１２先端
に固定され外側チューブ１１先端から突没自在な絹糸１３（細長軟性部材）とからなる。
絹糸１３基端は、ツナギパイプ１４を介して接着等によりスタイレット１２先端と固定さ
れる。操作部２は、スタイレット１２基端部に固定されたツマミからなる。
【００１６】
　外側チューブ１１としては、患者の体内に低侵襲で挿通可能なように、外径約１ｍｍの
テフロン（登録商標）等の材質からなるチューブが好ましい。また、スタイレット１２と
しては、外径約０．３ｍｍのステンレス線が好ましい。さらに、絹糸１３としては、外径
約０．５ｍｍの１－０絹糸が好ましく、その長さは全長約２００ｍｍとなっている。この
０．５ｍｍの１－０絹糸１３は、外側チューブ１１先端からの突き出し量が５ｍｍ～１０
ｍｍのときに押付け力量が１０ｇ未満となる素材である。ただし、外側チューブ１１、ス
タイレット１２、及び絹糸１３の素材や寸法は、これに限定されるものではなく、診断条
件に応じて適宜選択可能となっている。例えば、より軽度の麻痺を診断するために１－０
以下の絹糸を用いてもよい。さらに、図１で示す第１の実施の形態に係る絹糸１３の代わ
りに、樹脂性の糸、特にナイロン糸を使用しても良い。例えばナイロン糸を使った場合、
唾液による吸水を防止できるため診断時の柔軟性の変化がなく、絹糸よりも正確に嚥下障
害のレベルを診断できる。このとき、ナイロン糸の外径は、例えば０．０６ｍｍ、０．１
２ｍｍ、０．２ｍｍの３種類の探触子を準備し、３種類の探触子から健常者の基準を決め
れば、より嚥下障害のレベルが判断しやすくなる。
【００１７】
　次に、前記構成の内視鏡用探触子を使用する際の作用を説明する。
【００１８】
　最初に外側チューブ１１先端内に絹糸１３先端を収納した状態で、内視鏡用探触子の挿
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入部１を内視鏡チャンネル（図示しない）に挿入し、挿入部１先端を体腔内、特に喉頭近
くに配置する。そして、その状態で挿入部１先端を挿入部１先端が撓むまで目的部位Ａに
押付け、反射の有無を内視鏡で観察する（図２を参照）。この時の押付け力量は５０ｇ～
１００ｇとなる。この押付け力量で反射がなかった場合、重度の喉頭部の麻痺と診断され
る。
【００１９】
　次に、外側チューブ１１先端から絹糸１３を５ｍｍ～１０ｍｍ突き出した状態で、絹糸
１３先端を絹糸１３が撓むまで目的部位Ａに押付け、反射の有無を内視鏡で観察する（図
３を参照）。この時の押付け力量は１０ｇ以下となる。この押付け力量で反射がなかった
場合、軽度の喉頭部の麻痺と診断される。
【００２０】
　前記構成の内視鏡用探触子によれば、内視鏡用探触子の挿入部１を互いに剛性の異なる
外側チューブ１１と絹糸１３で構成し、これらの配置を調整できるようにしている。これ
により、装置構成を複雑化することなく、２段階の力で目的部位Ａの経内視鏡的触診を行
うことが可能となる。
【００２１】
　しかも、外側チューブ１１や絹糸１３の撓み具合に基づいて力量を調整するようにして
いる。そのため、一定の力量で目的部位Ａを刺激することができるから、正確な診断をす
ることが可能となる。
【００２２】
　また、ごく小さい力で目的部位Ａの触診をするには、より柔軟な探触子とする必要があ
るが、柔軟にすればするほど内視鏡チャンネルに挿入するのが困難となる。しかしながら
、本実施の形態によれば、外側チューブ１１内に柔軟な絹糸１３を挿入しているため、内
視鏡チャンネルに対して簡単に挿入できる構成で、軽度の麻痺を診断することが可能とな
る。
【００２３】
　また、絹糸１３の突き出し量が５ｍｍ～１０ｍｍのときに、外側チューブ１１の軸方向
に押圧できる力量が１０ｇ未満となるようにしている。すなわち、押付け力量が１０ｇ未
満となるときに、絹糸１３の突き出し量が５ｍｍ～１０ｍｍとなるようにしている。これ
により、内視鏡用探触子の操作性を低下させることなく、目的部位Ａを１０ｇ未満の力量
で押付けることが可能となる。
【００２４】
　また、目的部位Ａを１０ｇ未満の力量で押付けるために１－０絹糸１３を用いている。
なお、１－０絹糸１３は前述の条件を満たす素材、すなわち突き出し量が５ｍｍ～１０ｍ
ｍのときに押付け力量が１０ｇ未満となる素材である。このため、この１－０絹糸１３を
選べば、既存の素材を本発明の内視鏡用探触子に適用することが可能である。
【００２５】
　次に、図４を用いて本発明の第２の実施の形態を説明する。なお、ここでは第１の実施
の形態と同様の構成、作用については、その説明を省略することとする。
【００２６】
　図４は本発明の第２の実施の形態に係る内視鏡用探触子の要部構成を示す概略図である
。
【００２７】
　図４に示すように、本実施の形態では、第１の実施の形態に係る絹糸１３の代わりに、
スタイレット１２先端に樹脂部材２１（細長軟性部材）をインサート成型により固定して
いる。樹脂部材２１としては、外径約０．５ｍｍの生態適合性を有する柔軟なシリコンゴ
ム等が好ましい。また、ポリアミド樹脂であっても良い。樹脂部材２１のゴム硬度として
は、３０°程度が好ましい。すなわち、樹脂部材２１を外側チューブ１１先端から５ｍｍ
～１０ｍｍ突き出した状態で押付け力量を１０ｇ以下とするには、ゴム硬度が３０°程度
である必要がある。
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【００２８】
　このように、第１の実施の形態に係る絹糸１３の代わりに、樹脂部材２１をスタイレッ
ト１２先端に固定すれば、さらに簡便な構造とすることができ、探触子の製造コストを低
下することができる。
【００２９】
　次に、図５～図７を用いて本発明の第３の実施の形態を説明する。なお、ここでは第１
～第２の実施の形態と同様の構成、作用については、その説明を省略することとする。
【００３０】
　図５は本発明の第３の実施の形態に係る内視鏡用探触子の要部構成を示す概略図、図６
は同実施の形態に係る中間チューブ３１とスタイレット１２を外側チューブ１１先端から
突き出した状態を示す概略図、図７は同実施の形態に係る中間チューブ３１だけを外側チ
ューブ１１先端から突き出した状態を示す概略図である。
【００３１】
　図５に示すように、本実施の形態では、第１の実施の形態に係る外側チューブ１１内側
に中間チューブ３１を進退自在に設け、さらに中間チューブ３１内側にスタイレット１２
を進退自在に設けている。中間チューブ３１先端はシリコンゴム等の封止部材３２により
封止してあり、外側チューブ１１先端から突没自在となっている。さらに、スタイレット
１２先端には、スタイレット１２が封止部材３２に刺さらないように樹脂コート３３が施
してある。
【００３２】
　次に、前記構成の内視鏡用探触子を使用する際の作用を説明する。
【００３３】
　最初に外側チューブ１１先端と中間チューブ３１先端を揃え、スタイレット１２先端を
封止部材３２に突き当てた状態で挿入部１先端を内視鏡チャンネル（図示しない）に挿入
し、挿入部１先端を体腔内、特に喉頭近くに配置する。そして、その状態で挿入部１先端
を挿入部１先端が撓むまで目的部位Ａに押付け、反射の有無を観察する（図５を参照）。
この時の押付け力量は５０ｇ～１００ｇとなる。この押付け力量で反射がなかった場合、
重度の喉頭部の麻痺と診断される。
【００３４】
　次に中間チューブ３１先端を外側チューブ１１先端から突き出し、スタイレット１２先
端を封止部材３２に突き当てた状態で、挿入部１先端（具体的には封止部材３２）を中間
チューブ３１が撓むまで目的部位Ａに押付け、反射の有無を観察する（図６を参照）。こ
の時の押付け力量は５ｇ～１０ｇとなる。この押付け力量で反射がなかった場合、軽度の
喉頭部の麻痺と診断される。
【００３５】
　最後にスタイレット１２先端を引き込んだ状態で、挿入部１先端（具体的には封止部材
３２）を中間チューブ３１が撓むまで目的部位Ａに押付け、反射の有無を観察する（図７
を参照）。この時の押付け力量は５ｇ以下となる。この押付け力量で反射がなかった場合
、更に軽度の喉頭部の麻痺、または正常と診断される。
【００３６】
　前記構成の内視鏡用探触子によれば、内視鏡用探触子の挿入部１を外側チューブ１１と
中間チューブ３１とスタイレット１２で構成し、これらの配置を調整できるようにしてい
る。これにより、装置の構成を複雑化することなく、３段階の力で経内視鏡的触診を行う
ことが可能となる。すなわち、装置の構成を複雑化することなく、さらに繊細な経内視鏡
的触診を行うことが可能となる。
【００３７】
　しかも、外側チューブ１１、中間チューブ３１、及びスタイレット１２の撓み具合に基
づいて力量を調整するようにしている。そのため、一定の力量で目的部位Ａを刺激するこ
とができるから、正確な診断をすることが可能となる。
【００３８】
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　次に、図８と図９を用いて本発明の第４の実施の形態を説明する。なお、ここでは第１
～第３の実施の形態と同様の構成、作用については、その説明を省略することとする。
【００３９】
　図８は本発明の第４の実施の形態に係る内視鏡用探触子の要部構成を示す概略図、図９
は同実施の形態に係るスタイレット１２を中間チューブ３１先端から引き込んだ状態を示
す概略図である。
【００４０】
　図８に示すように、本実施の形態では、第３の実施の形態に係る外側チューブ１１先端
をシリコンゴム等の封止部材４１で封止している。
【００４１】
　次に、前記構成の内視鏡用探触子を使用する際の作用を説明する。
【００４２】
　最初に中間チューブ３１先端を封止部材４１に突き当て、スタイレット１２先端を封止
部材３２に突き当てた状態で、挿入部１先端（具体的には封止部材４１）を外側チューブ
１１が撓むまで目的部位Ａに押付ける（図８を参照）。この時の押付け力量は５０ｇ～１
００ｇとなる。この押付け力量で反射がなかった場合、重度の喉頭部の麻痺と診断される
。
【００４３】
　次に、スタイレット１２先端を引き込んだ状態で、挿入部１先端（具体的には封止部材
４１）を外側チューブ１１が撓むまで目的部位Ａに押し当てる（図９を参照）。この時の
押付け力量は５ｇ～１０ｇとなる。この押付け力量で反射がなかった場合、軽度の喉頭部
の麻痺と診断される。
【００４４】
　前記構成の内視鏡用探触子によれば、外側チューブ１１先端を封止部材４１で封止して
いる。そのため、第３の実施の形態に係る内視鏡用探触子に比べて、挿入部１先端の目的
部位Ａと触れる面積が大きくなるから、さらに低侵襲の診断が可能となる。
【００４５】
　本発明は、前記実施の形態そのままに限定されるものではなく、実施の段階ではその要
旨を逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化できる。また、前記実施の形態に開示さ
れている複数の構成要素の適宜な組み合せにより種々の発明を形成できる。例えば、実施
の形態に示される全構成要素から幾つかの構成要素を削除してもよい。さらに、異なる実
施の形態に亘る構成要素を適宜組合せてもよい。
【００４６】
　前記実施の形態によれば、下記［付記１］～［付記５］の構成が得られる。
【００４７】
［付記１］
　細長チューブと、
　前記細長チューブ内に進退自在に配置された操作ワイヤと、
　前記操作ワイヤ先端に固定された細長軟性部材と、
　を具備し、
　前記細長軟性部材を細長チューブ先端から突没自在としたことを特徴とする内視鏡用探
触子。
【００４８】
　この構成によれば、内視鏡チャンネルに挿通可能且つ安価な内視鏡用探触子を提供する
ことができる。さらに、一定の力量で目的部位を押圧することができ、正確な診断をする
ことが可能となる。
【００４９】
　［付記２］
　付記項１において、前記細長軟性部材は、前記細長チューブ先端からの突き出し長が５
ｍｍ～１０ｍｍのとき、前記細長チューブの軸方向に押圧できる力量が１０ｇ未満である
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【００５０】
　この構成によれば、軽度の障害を診断することが可能となる。
【００５１】
　［付記３］
　付記項２において、前記細長軟性部材は、シリコンゴムまたは１－０以下の絹糸である
ことを特徴とする内視鏡用探触子。
【００５２】
　この構成によれば、柔軟で生体に対して損傷を与えることなしに診断を行うことが可能
となる。
【００５３】
　［付記４］
　先端の少なくとも一部が閉塞している外側細長チューブと、
　前記外側細長チューブの内側に進退自在に配置された内側チューブと、
　前記内側チューブの内部に進退自在に配置されたスタイレットと、
　を具備し、
　前記外側細長チューブ、内側チューブ、及びスタイレットを互いに進退させることによ
り、先端部の剛性を選択可能としたことを特徴とする内視鏡用探触子。
【００５４】
　この構成によれば、簡便な構成で複数段階の障害レベルを診断することが可能となる。
【００５５】
　［付記５］
　付記項４において、硬度可変である先端部長さを１０ｍｍ以上としたことを特徴とする
内視鏡用探触子。
【図面の簡単な説明】
【００５６】
【図１】本発明の第１の実施の形態に係る内視鏡用探触子の全体構成を示す概略図。
【図２】同実施の形態に係る外側チューブ先端を目的部位に押付けた状態を示す概略図。
【図３】同実施の形態に係る絹糸先端を目的部位に押付けた状態を示す概略図。
【図４】本発明の第２の実施の形態に係る内視鏡用探触子の要部構成を示す概略図。
【図５】本発明の第３の実施の形態に係る内視鏡用探触子の要部構成を示す概略図。
【図６】同実施の形態に係る中間チューブとスタイレットを外側チューブ先端から突き出
した状態を示す概略図。
【図７】同実施の形態に係る中間チューブだけを外側チューブ先端から突き出した状態を
示す概略図。
【図８】本発明の第４の実施の形態に係る内視鏡用探触子の要部構成を示す概略図。
【図９】同実施の形態に係るスタイレットを中間チューブ先端から引き込んだ状態を示す
概略図。
【符号の説明】
【００５７】
　１１…外側チューブ（細長チューブ）、１２…スタイレット（操作ワイヤ）、１３…絹
糸（細長軟性部材）、２１…樹脂部材（細長軟性部材）。
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